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五
月
二
十
九
日
午
後

一
時
三
十
分
か

ら
阿
智
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
二
階
ホ
ー

ル
に
て
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
下
平
和
人
飯
田
公
共

職
業
安
定
所
長
、
熊
谷
阿
智
村
長
を
は

じ
め
多
く
の
関
係
者
の
こ
臨
席
を
い
た

だ
き
、
会
員
百
七
十
名
の
う
ち
本
人
出

席
三
十
九
名
、
委
任
状
出
席
百
十
六
名

の
参
集
で
し
た
。

総
会
の
議
長
に
は
根
羽
村
の
片
桐
龍

男
会
員
が
就
任
さ
れ
、
平
成
二
十
九
年

度
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
と
監
査
報

告
と
定
款
の

一
部
変
更
が
上
程
さ
れ
、

質
疑
を
経
て
拍
手
多
数
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
報
告
事
項
は
二
十
九
年
度
補
正

予
算
、
三
十
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
で

一
括
報
告
さ
れ
、
全
員

一
致
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
で
は
、
景
気
は
回
復
が
な

か
な
か
実
感
で
き
な
い
中
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
誠
実
な
仕
事
ぶ
り
が
評
価
さ
れ

受
注
拡
大
が
な
さ
れ
契
約
高
は
派
遣
事

業
を
含
め
四
、
六
八
六
万
円
で
前
年
度

比

一　

〇
％
増
と
発
足
以
来
最
高
の
額
と

な
っ
た
が
、
会
員
に
つ
い
て
は
、
団
塊
の

世
代
の
多
く
が
屋
用
等
か
ら
引
退
し
て
い

る
中
で
、
「会
員

一
人

一
会
員
入
会
」
を
お

願
い
し
て
き
た
が
入
会
者
は
少
な
か
っ
た
。

事
業
計
画
で
は
引
き
続
き
就
業
開
拓
、

会
員
拡
大
に
取
組
む
こ
と
と
し
、
新
た
に

構
成
三
村
と
協
定
を
結
び
空
き
家
管
理
事

業
を
推
進
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

事
業
計
画
の
重
点
目
標

一
、
適
正
就
業
に
配
慮
し
就
業
開
拓
　
就

業
拡
大
に
努
め
る
。

二
、
会
員
の
増
強
と
会
員
の
意
識
向
上
に

努
め
る
。

三
、

「危
険
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
安
全
就
業

を
推
進
す
る
。

広
報
　
普
及
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。

組
織
体
制
の
充
実
を
図
る
。

公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
る
。

総
会
終
了
後
、
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
の
石
澤
所
長
に
よ
る

「高
齢
者
が
消
費

者
被
害
に
あ

わ
な
い
た
め

に
」
の
講
演

会
を
行
い
、

被
害
の
状
況
、

架
空
請
求
や

オ
レ
オ
レ
詐

欺
に
つ
い
て

ビ
デ
オ
や
お

話
を
聞
き
ま

し
た
。

六 五 四

曇 口彗人下伊●薔

"シ

ルバー人材センター定時総

'

●

卜●′丘t

会員数

会員数(303") 男 118人 女 58人 計 176人

地区別会員 上中関 6 中関 11 駒場 22

伍和 24 智里東 14 智里西 フ 浪合 10

清内路 12 平谷 19 根羽 51

事業実績(発注先区分別)

区 分 受託件数 就業人員 契約金額 (千円)

公共事業

企業等 5939 27,714

家庭 1′ 502

独自事業 4

計 9′ 596 44′ 081

職群別就業実績

区 分 延 日人員 契約金額(千 円) 割合

技術群 12%

技能群 2.796 63%

事務・管理群 3.630 82%

一般作業群 5′ 713 30′ 401 690%

サービス群 2′ 512 6′ 743 153%

計 9,596 44,081 1000%

派遣事業実績

派遣会員数 就業延日数 賃金総額(千円) 契約金額(千円)

2.228 2.777

-1-



平成30年 8月 5日 下伊那西部シルバー便リ 第21号

HEハ:シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
ほ
ぼ
全
県

の
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当

下
伊
那
西
部
地
域
が
空
白
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
高
齢
法
に
則

っ
た
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
設

置
さ
れ
た
の
が
平
成
二
十
年
十
月
で
す
。

そ
れ
以
前
は
、
根
羽
村
で
任
意
の
セ
ン

タ
ー
が
平
成
十
四
年
か
ら
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
広
域
の
セ
ン
タ
ー
を
前
提
に
阿

智
村
が
平
成
十
九
年
に
任
意
で
発
足
し
て
、

一
年
半
後
に
平
谷
村
、
当
時
の
清
内
路
村

と
と
も
に
、
西
部
四
村
に
よ
る
公
益
　
広

域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
県
知
事
の
認
可
を

得
て
県
下
二
十

一
番
目
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

公
益
法
人
法
の
改
正
に
よ
り
、
社
団
法

人
が
公
益
と

一
般
に
区
分
さ
れ
る
中
、
私

た
ち
の
法
人
は
そ
の
事
業
内
容
か
ら
し
て

当
地
方
唯

一
の
公
益
法
人
と
し
て
、
平
成

二
十
三
年
四
月
に
衣
替
え
し
ま
し
た
。

本
所
の
事
務
所
の
広
さ
で
は
会
員
の
寄

り
付
き
に
支
障
を
き
た
す
の
み
な
ら
ず
、

派
遣
事
業
等
の
実
施
に
当
た

っ
て
法
的
基

準
に
不
適
合
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
事
務

所
の
設
置
の
要
望
を
出
し
て
き
ま
し
た
が
、

阿
智
村
当
局
の
こ
配
意
に
よ
り
平
成
二
十

七
年

一
月
よ
り
新
し
い
事
務
所
を
貸
与
し

て
も
ら
い
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

業
務
の
契
約
高
は
、
初
年
度
は
中
途
か

ら
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
別
に
し
て
、
平
成

二
十
二
年
度
は
三
千
万
円
で
し
た
が
、
会

員
の
誠
実
な
仕
事
ぶ
り
が
評
価
さ
ね
た
の

と
、
各
村
当
局
は
じ
め
地
域
の
企
業
　
家

庭
か
ら
の
こ
支
援
に
よ
り
右
肩
上
が
り
に

伸
び
て
、
昨
年
度
は
四
千
七
百
万
円
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
会
員
数
は
高
齢
化
率
が
上
が

っ
て
い
る
も
の
の
二
百
名
を
目
前
に
し
て

伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
全
国
で
百
万
人
の

会
員
実
現
へ
、
当
セ
ン
タ
ー
も
会
員
の
口

コ
ミ
等
に
よ
り
四
割
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

本
年
十

一
月
に
は
さ
さ
や
か
で
は
あ
り

ま
す
が
設
立
十
周
年
の
記
念
式
典
を
行

っ

て
、
会
員
全
員
で
節
目
を
祝
う
と
と
も
に

こ
れ
を
契
機
に
地
域
で
必
要
不
可
欠
な
組

織
と
し
て
、
名
実
と
も
に
公
益
法
人
と
し

て
更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ツ
プ
を
図
り
ま
し

ょ
つヽ
。

末
筆
な
が
ら
、
梅
雨
明
け
が
六
月
と
い

う
異
常
な
暑
さ
の
折
、
こ
自
愛
い
た
だ
き

こ
活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
数
は
設
立
時
百
八
十
五
人
、
平
成
二
十
五
年
度
の
百
九
十
二
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
二
十
九
年
度
は
百
七
十
六
に
な
っ
て
い
る
。
就
業
延
日
数
は
年
々
増
加
の
傾
向
で
、
二

十
九
年
度
は

一
万
人
日
を
越
え
、
契
約
額
は
設
立
以
来
右
肩
上
が
り
で
伸
び
て
き
た
が
、

二
十
七
年
度
に

一
旦
減
少
し
た
も
の
の
そ
の
後
増
加
に
転
じ
二
十
九
年
度
は
、
過
去
最
高

の
四
千
六
百
八
十
六
万
円
と
な
っ
た
。

単位:人 千円

年度 H23 H26 H23 合計

会員数

就業延曰数

配分金 27.079 23074

契約金額 8 500 30′ 085 43032
|=配分金 契約額は H27年度からは派遣を含む。

50,000 -――――――

人
　
‐９５

H20    H21    H22    H23    H24    H25    H26    H27    H28    H29

軸ラベル

ー 配分金 ― 契約金額    就靱 日数 
…

会員数

10′000

5′ 000

0
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自
員
の
回
場

入
会

の
よ
ろ
こ
び

二
年
前
に
大
き
な
病
気
を
し
て
、
も
う

シ
ル
バ
ー
で
の
活
動
は
出
来
な
い
だ
ろ
う

と
退
会
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し

一

年
間
の
入
院
生
活
を
温
か
い
家
族
の
支
え

に
よ
り
、
今
年
三
月
に
再
び
入
会
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

今
日
で
は
、
趣
味
の
手
芸
や
軽
い
お
仕

事
又
旅
行
な
ど
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
み
ん
な
温
か
い
お
友
達
、

家
族
の
支
え
と
感
謝
し
て
お
り
決
す
。

最
近
で
は
、
お
友
達
と
シ
ル
バ
ー
の
お

仕
事
が
楽
し
く
、
生
き
が
い
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。
い
か
に
健
康
が
大
切
な
の
か
、

毎
日
の
健
康
に
気
を
使
い
、
毎
日
毎
日
を

楽
し
く
過
こ
し
て
い
ま
す
。

私
は

一
年
ほ
ど
前
に
入
会
し
ま
し
た
。

昨
年

一
月
に
高
速
道
路
園
原
料
金
所
を
定

新
入
会
員

年
退
職
し
ま
し
た
が
、
手
に
職
も
な
く
こ

れ
と
い
っ
た
資
格
も
な
い
の
で
無
職
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
知
人
の
方

か
ら
シ
ル
バ
ー
で
人
を
探
し
て
い
る
と
聞

き
応
募
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
阿
智
荘
の

宿
直
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、　
一
人
勤

務
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
知
り
合

う
機
会
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
共

同
作
業
等
の
仕
事
で
会
う
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

当
年
七
十
歳
と
な
り
、
六
月
よ
リ
シ
ル

バ
ー
人
材
に
入
会
し
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
六
十
八
歳
ま
で
会
社
勤
め
で
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
が
主
体
の
仕
事
で
し
た
。
五

十
歳
半
ば
よ
り
、
生
活
習
慣
の
不
備
が
た

た
り
、
お
腹
ば
か
り
が
出
て
来
て
、
不
健

康
な
毎
日
を
送

っ
て
お
り
ま
し
た
。
二
年

前
に
は
肺
血
栓
塞
栓
症

（俗
に
エ
コ
ノ
ミ

ー
症
候
群
）
を
発
症
し
救
急
車
に
よ
る
搬

送
入
院
も
経
験
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
中
、

老
後
の
生
活
で
は
日
頃
の
運
動
不
足
も
解

消
し
て
、
適
度
な
労
働
が
可
能
な
シ
ル
バ

ー
人
材
が
最
適
と
考
え
入
会
を
決
意
い
た

し
ま
し
た
。

主
に
草
刈
り
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
何
分
経
験
不
足
で
諸
先

輩
方
の
こ
指
導
の
も
と
技
術
を
習
得
し
、

健
康
と
安
全
を
第

一
に
、
足
手
ま
と
い
に

な
ら
ぬ
様
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
学
校
に
通

っ
て
い
た
頃

は
、
そ
の
繋
が
り
で
様
々
な
出
会
い
が
あ

り
充
実
感
も
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
し
か
ダ

ン
ナ
と
お
義
母
さ
ん
と
の
三
人
だ
け
の
生

活
と
牛
飼
い
だ
け
の
生
活
に
な
る
と
、
会

話
　
行
動
が
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
。
家
の
中
の

空
気
も
な
ん
と
な
く
沈
滞
気
味
だ
と
感
じ

る
の
は
、
外
か
ら
の
風
や
刺
激
が
入
っ
て

こ
な
く
な
っ
た
か
ら
な
の
で
し
よ
う
か
？

こ
の
ま
ま
で
は
、
ヤ
バ
イ
ー
マ
ズ
イ
ー

の
日
々
悶
々
で
し
た
。
年
齢
は
重
ね
て
も

で
き
る
だ
け
元
気
に
楽
し
く
毎
日
を
過
こ

し
た
い
。
そ
し
て
脳
や
細
胞
が
錆
び
つ
く

の
を

一
日
で
も
遅
ら
せ
た
い
と
、
ま
ず
は

自
分
自
身
の
た
め
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た

（地
域
再
デ
ビ
ュ
ー
）
。

色
々
な
作
業
体
験
や
出
会
い
や
学
び
を

通
し
て
少
し
で
も
今
の
暮
ら
し
が
エ
ン
ジ

ョ
イ
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

入
会
し
て
日
は
浅
く
ま
だ
ま
だ
御
迷
惑
や

心
配
を
か
け
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

あ
な
た
も

シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て

一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か

現
在
、
約

一
七
〇
名
の
方
が
セ
ン
タ
ー

の
会
員
と
し
て
登
録
し
活
躍
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
、
次
の
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
是
非
会
員
な

っ
て

一
緒
に
働
い
て
く
だ
さ
い
。

○
昼
神
温
泉
等
で
の
、
客
室
の
清
掃
、
風

呂
の
掃
除
、
厨
房
の
仕
事
、
庭
の
手
入

れ
な
ど
。

○
少
子
　
高
齢
化
社
会
に
伴
う
、
農
作

業
、
草
刈
　
草
取
り
作
業
、
庭
木
の
剪

定
や
支
障
木
の
伐
採
。

○
高
齢
者
の
通
院
支
援
。

こ
れ
ら
の
仕
事
を
通
じ
て
生
き
が
い
の

あ
る
健
康
な
生
活
を
送
る
と
と
も
に
地
域

の
担
い
手
と
し
て
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん

か
。こ

希
望
の
方
は
、
阿
智
本
所
ま
た
は
根

羽
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

８
阿
智

四
三

―

一
〓
一四
四

根
羽

四
九

―

一
〓

〇
八

原 敏秀
(阿智村清内路)

高柳ゆみ子

(根羽村)

田中 忠男
(阿智村駒場)

片桐 弥生

(根羽村)

リガ課亀も、
地域社会の担い1を求めています

―

=
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人 口減少や、週疎化 によ り、

全国的に空き家が増加 しており、

景観保全や防犯の観点から問題

になつてしヽます。全国シルバー

人材センター協会では市町村と

連携 した空き家の適正管理を推

進 しており、当センターでも管

内の阿智村、平谷村、根羽村と

言ξ:当誓it」夢る税 72冒 層

月に三村と協定を締結 し、空き

家の見回り、除草、庭木の手入

れ、墓地の清掃などを手がける

ことにしました。村が所有者な

どから空き家管理の相談を受け

た場合にシルバー人材センター

の事業を紹介し、ジルバー人材

イセンターが所有者等と打合せ

をして作業を行います。

て菫醤豪曇あ彊整誉担雰需辮 瑳楊響iヽま手Fヽ
協力し

この事業は地i或 内の空き家等の管理を進めることて、良

']な
生活環境の保全及び安心なまちづくりの推進目的とし

ます。業務内容は、見回り、空き家の除草、樹木の剪定・

伐採などを行います。

内容 家の外観、樹木・草の1犬況、不法投棄の有無などにつ
いて写  真を添付して報告します.

報告の後、除草や剪定、お蔓の掃除等のご依頼があれば別途
承 l_ま す.

料金 1回 につき2, 140円
(手数料、消費税込 )

お 気 軽 に ご 相 談 くだ さい  (公社 )下伊那西部シ′レ 一`人材センター

〒3950300長野県下伊那郡阿智村駒場487■

TEL:0265-43-2244    FAX:0265-43-2290

根羽事務所  〒3950000長 野県下伊那郡根羽村1985■ 根羽村商工会

颯わ働制ｏ敵胡瞳リタ‐に馘

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
公
益
法
人

で
、
家
庭
や
企
業
、
公
共
団
体
か
ら
高
齢

者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
引
き
受
け
て
会

員
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

長
年
培
っ
た
経
験
豊
富
な
会
員
が
在
籍

し
て
お
り
、
草
刈
り
、
草
取
り
、
農
作

業
、
庭
木
の
剪
定
な
ど
の
屋
外
作
業
、
福

祉
施
設
の
洗
濯
業
務
、
高
齢
者
等
の
病
院

へ
の
通
院
支
援
、
公
共
施
設
　
旅
館
等
の

清
掃
な
ど
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
ど
ん

な
小
さ
な
お
仕
事
で
も
こ
依
頼
い
た
だ
け

れ
ば
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
こ
用
命
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
募
集
も
随
時
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
希
望
の
方
は
、
阿
智
本
所

ま
た
は
根
羽
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

８
阿
智

四
三
―
一

ａ
根
羽

四
九
―
一

二
四
四

一
〇
八
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安全就業全国統‐スローガンが決まりました (H29年から31年度 )

∞ 晦

平成30年度県連合会
「安全 。適正就業対策推進の重点目標」

《目標》 “危険ゼロ"

1 安全ミーティングの完全実施

2 安全装備使用の徹底

3 健康診断受診及び健康体操の奨励

今日も1日

.安全就業 !

■・

■7ヨεL・ El「 ∵1'ι :

当センターの平成29年度の事故件数は物損事故が]件でした。平成27年度 28年度は入院を伴う傷害事
故や物損事故が数件ありましたので大幅に減少しました。

なお、県下シルバー人材センターの事故件数は229件で昨年より19件の増となっており、最近 10年間で
は平成21年度の234件に次ぐ件数です。重篤事故 (死亡又は6ヶ月以上入院)は 0件で、入院 lヶ月以上6ヶ

月未満の事故は6件となっています。傷害事故は208件で21件の増、損害賠償事故は101件で4件の増と
なつています。

傷害・損害賠償事故別件数 ■損害賠償事故
250

200

150

100

50

0
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28   H29

チエブクロー

‖マンット」J/フ爆
会員の親睦と健康維持のため、スポーッ交流

会 (マ レッ トゴルフ大会)を開催 しますので、

多くの会員の参加をお願い

します。

。実施日 8月 30日 lkl

。日寺 間 9100-
・ 場 所 阿智村

わい wa公園
・
●   |

cb l

目 うDζj霧鏃惨瑚 動 術について

センターで |よ、先

進シルバー視察研修

と親睦旅行を会員互

助会と共催で下記の

日程で実施します。

詳細については追っ

てこ案内しますので、今から予定に入れ多くの会員

の方tJN参 加しヽただけるようお願いします。

・ 実施日 10月 23日∞～24日 17kl

・ 研修先 妙高市シルバー人材センター

・ 宿泊地 上越市 鵜の浜温泉

-5-
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ｒ

´

県連合会による安全 適正就業パ トロールが、 6月 19日 に阿智村駒場の庭
で行われました。県連合会からは竹内事務局次長、山田安全 適正就業対

`ターからは原理事長を始め鈴木安全 適正就業委員長以下8名が同行 しました
庭木剪定は作業員 2人で、生垣の剪定作業とヒバの剪定での三脚の使用 ;

査。各会員とも、ヘルメット、地下足袋の着用、保護めがねの使用など服装
り作業は作業員 6名 による体耕田と土手の草メJり で、ヘルメット、服装、め

査。連合会の委員から、各班長さんに現場の下見、安全確就業前のミーティ
うしているかなどの聞き取りが行われました。

パ トロール終了後の請評では、作業員の身支度についてヘルメット、地下
ね安全に就業されているとの評価をいただきましたが、剪定現場では生垣 ,

ケー ドや「作業中」の看板を設置すること。また、草刈り現場では作業員が
保するようにとのことでした。このほかの意見感想では、これから暑い時
期なので熱中症対策に十分気をつけ就業されたいとのことでした。

木

勧

。
強

弓

ハ

ン

　

足

型

６
´
■

■

■

■

■

口

Ｆ

轡

〓

圏

町

剪定現場と草刈り作業現場

圭進委員 (木 曽)、 当セン

長や安全帯の使用状況を調

己仕度は良好でした。草刈

0、 作業員のFB5隔などを調

ノ、救急箱、熱中対策はど

麦の着用、作業方法等、概

示道に接 しているのでバ リ

とヽ多いのでF80隔は十分確

・ヽ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

一■
代
わ
り
ま
し
た

長
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
木
下
幸
子
さ
ん
が
退
職
し

た
の
に
伴
い
、
新
た
に
阿
智
村
駒
場
の
熊

谷
喜
代
子
さ
ん
を
三
月
に
採
用
し
ま
し

た
。毎

日
お
た
っ
し
ゃ
か
い
の
会
場

へ
行

っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
お
目
に
か
か

る
機
会
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
滝
　
幾
三
　
　
根
羽
村
　
　
十

一
月

片
桐
　
弥
生
　
　
根
羽
村
　
　
　
四
月

蓮
尾
　
尚
信
　
　
阿
智
村
浪
合
　
四
月

石
原
　
好
生
　
　
根
羽
村
　
　
　
四
月

高
柳
　
ゆ
み
子
　
根
羽
村
　
　
　
四
月

山
下
　
定
実
　
　
根
羽
村
　
　
　
四
月

田
中
　
忠
男
　
　
阿
智
村
駒
場
　
四
月

片
桐
　
末
記
　
　
根
羽
村
　
　
　
四
月

深
見
　
卓
弘
　
　
根
羽
村
　
　
　
七
月

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

國
目
昌
量
団
５
學
ぬ
螺

「就
業
報
告
書
」
は
、
受
注
こ
と
に

一

枚
の
用
紙
を
使
用
し
て
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
単
発
の
仕
事
は
終
了
後
三
日
以
内

に
、
継
続
の
仕
事
は
翌
月
三
日
ま
で
に
事

務
局
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
提
出
が
遅
れ

る
と
発
注
者
さ
ん

へ
の
請
求
が
遅
く
な

り
、
配
分
金
の
支
払
い
に
も
支
障
を
き
た

し
ま
す
の
で
期
日
厳
守
で
お
願
い
し
ま

す
。昨

年
の
九
州
地
方
の
大
雨
の
災
害
に
続

き
、
今
年
は
西
日
本
で
停
滞
前
線
に
よ
る

大
雨
で
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の

方
々
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
頃
は
、
猛
暑

に
よ
る
熱
中
症
に
よ
り
全
国
で
多
数
の
方

が
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
し

ば
ら
く
は
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
は
就
業
に
あ
た
っ
て
は
、
水
分

塩
分
補
給
を
し
て
熱
中
症
対
策
を
し
て

安
全
就
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

註(く :

紀 |
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